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愛知銀行のプロフィール
■名称／株式会社 愛知銀行
■本店所在地／名古屋市中区栄3-14-12
■創業／1910年（明治43年）9 月17日
■資本金／180億円
■店舗数／106か店舗（96か所）
■従業員数／1,498名
　　　　　　　（2021年 9 月30日現在）

本店

地域コミュニケーション、お客さまとのコミュニケーシ
ョン。地域に根ざした金融機関としての特色を表
現しています。

「地域への愛」、「お客さまへの愛」が愛知銀行の
基本姿勢です。

豊かな明日に向けて、地域とお客さまと、手をたず
さえ、ともに発展していこうという未来への意志を
表現しています。

コーポレートメッセージ（キャッチフレーズ）

「あい、ふれあい、きずきあい」
あ　い

ふれあい

きずきあい

◎三角形
「A」であり、その赤い三角形は地域を意味します。
またAの横棒は右肩のオレンジの点とともに「i」を
形づくります。
◎点
三角形から飛び出たオレンジのドット（点）は、
殻を打ち破って未来へ向かおうとする意志、夢を
表現しています。

コーポレートマーク（シンボルマーク）
マークは愛知銀行の頭文字「Ai」をデザインしています。
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堅実経営に徹し、 銀行の発展をとおして地域社会の繁栄に貢献します

地域社会からの信頼を大切にし、 地域社会の繁栄に貢献します

個人や中小企業のお客さまの良きパートナーとして頼りにされる銀行を
目指します

コンプライアンスを重視し、 地域社会との心のふれあいをとおして
信頼される銀行を目指します

健全経営のため、 効率的な業務運営と組織の活性化に努めるとともに
生産性の向上をはかります

お客さま本位の良質な金融商品 ・ サービスの提供に努めます

行　是 �

経営理念 �

ごあいさつ
　日頃は愛知銀行に格別のご愛顧をたまわり厚く御礼申しあげます。

　本年もここに、2021年９月期の業績を中心に当行の現況をとりまとめました冊子「2021.9愛知銀

行の現況」を作成いたしました。ぜひご高覧たまわり、当行をより深くご理解いただければ幸いに

存じます。

　当行は1910年（明治43年）９月の創業以来「地域社会からの信頼を大切にし、地域社会の繁栄に

貢献する」ことを経営理念として、地域社会とともに順調に発展してまいりました。

　今後につきましても、こうした経営理念を堅持し、公共性の高い地域金融機関としての社会的使

命を果たす所存でございます。

　具体的には、地域金融機関としての当行の役割・責務を果たすため、愛知県を中心とした地域に

おける中堅・中小事業者のみなさま、ならびに個人のみなさまのニーズにお応えすべく、これまで

以上に利便性の高い、より高度な金融サービスを愛知銀行グループとして提供してまいります。

　引き続き、みなさまの一層のご支援、ご愛顧をたまわりますよう、心からお願い申しあげます。

2022年１月
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経営理念 ・ 行是



頭取メッセージ

 平素は愛知銀行をご利用、 お引き立ていただきま
して、 誠にありがとうございます。
 我が国の経済情勢は、 新型コロナウイルス感染症
の影響により、 厳しい状況にあるなか、 持ち直しの動
きが続いているものの、供給面での制約などもあって、
そのテンポが緩やかになっております。 当地域において
は、 主要産業である自動車関連産業において、 東
南アジアでの新型コロナウイルスの感染拡大や半導体
不足の影響等もあり生産に制約がかかっており、 個
人消費についても飲食 ・ 宿泊サービス等で下押し圧
力が強く、 持ち直しの動きが一服しております。
 先行きにつきましては、 新型コロナウイルス感染症
の動向やサプライチェーンを通じた影響による下振れ
懸念はあるものの、 ワクチン接種の進展等により個人
消費の回復が見込まれ、 補正予算による高水準の
公共投資や海外経済の改善もあって、 持ち直してい
くことが期待されます。
 こうした経営環境の中、 本年度が ３ か年計画の
最終年度となる 「第11次中期経営計画」 にて目指
す銀行像である 「お客さまのパートナーとして地域社
会に貢献する銀行」 の実現に向け、 歩みを止めるこ
となく、さまざまな取組を強化しているところであります。
 新型コロナウイルス感染症拡大により、 事業活動
に大きな影響を受けた地域の事業者の方々への資
金繰り支援を最優先に取り組んでまいりましたが、 昨
年 ４月にコンサルティング ・ 社内カンパニー 「栄町コン
サルティング」 を設置し、 コロナ禍においてますます多
様化 ・ 複雑化する地域の中小企業のみなさまの経
営課題の解決に向け、 専門人材の配置によりコンサ
ルティング機能のさらなる高度化を図っております。
 加えて、 内閣府が実施する 「令和 ２年度先導的
人材マッチング事業」 への参画や、 独立行政法人
国際協力機構（JICA）中部センターとの 「業務連
携 ・ 協力に関する覚書の締結」 による海外ビジネス
サポート体制の拡充、 信用保証協会との提携保証
制度の開発等、 国や公的機関等の支援策の活用
や外部との連携強化に努め、 8,000社超を対象に実
施した「アフター（ウィズ）コロナに向けたヒアリング調査」
にてお聞かせいただいた経営課題に対して、 経営改

善 ・ 事業再生 ・ 事業転換支援等のさまざまな支援
策を充実させております。
 今後も 「ソリューション営業力の強化」、 「商品 ・
サービスの拡充、 高付加価値化」 等により、 お客さ
まへの提供価値の向上を図り、 顧客貢献と収益力
強化を同時に実現していきます。
 持続可能な社会の実現のため国際社会全体で取
り組むべき目標であるSDGsへの取組については、 「あ
いぎんグループSDGs宣言」 のもと、 地域経済の発
展と地域社会の課題解決を支援することで、 地域に
暮らす人々の安心で豊かな生活と持続可能な社会
の実現に努めており、 感染症指定医療機関や新型
コロナウイルス対策に資する基金等に寄付が可能な
「あいぎんSDGs私募債 『あすなろ』 新型コロナ対策
支援型」 や、 お預入れいただいた預金残高の一定
割合相当額を愛知県の 「子どもが輝く未来基金」
に寄付する 「あいぎん未来応援定期預金」 の取扱、
お取引先企業のSDGs経営の実現に向けた 「あいぎ
んSDGs評価サービス」 の提供等、 その内容の充実
を図っております。
 昨年 9月には 「気候変動関連財務情報開示タ
スクフォース（TCFD）」 提言への賛同も表明し、 今
後も気候変動や環境問題への対応を強化していくと
ともに、 TCFD提言を踏まえた気候変動リスク ・ 機会
に関する情報開示に努めてまいります。
　
 さて、 当行は昨年12月10日に、 株式会社中京
銀行と経営統合に関する基本合意書を締結いたしま
した。 永年にわたり築き上げてまいりました両行の経
営資源や強みを活かし、 経営統合の実現により競争
力を高め、高度な金融サービスを提供し続けることで、
皆さまの発展への貢献を目指していくものです。
 新たなステージにおきましても、 「地域社会からの信
頼を大切にし、 地域社会の繁栄に貢献します」 とい
う経営理念のもと、 地域のお客さまを全力で応援して
いく経営体制の構築に努めてまいります。

取締役頭取�　伊藤 行記
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経営計画

本業利益の向上

生産性の向上

人財の強化

３つの改革

（１）お客さまへの提供価値向上
（２）リスクとリターンの最適化
（３）地域創生への取組み強化
（４）市場運用力の高度化

営業力・収益力強化基本方針１

（１）店舗・業務改革の推進
（２）IT戦略・非対面チャネルの強化
（３）働き方改革の推進
（４）経費の最適化

生産性向上基本方針２

（１）次世代を担う人財の育成
（２）ダイバーシティへの取組み強化

人財強化基本方針３

（１）お客さま本位の業務運営方針への取組み
（２）リスク管理態勢の強化
（３）ESGへの対応

ガバナンス強化基本方針４

収益構造
改革

店舗・業務
改革

働き方
改革

地域のお客さまを全⼒で応援します

第11次中期経営計画（2019年 4 月～2022年 3 月）

目指す銀⾏像

『お客さまのパートナーとして地域社会に貢献する銀⾏』

第11次中期経営計画で目指す経営指標
〈2021年度（最終年度）目標〉

コア業務純益 65.5億円

経常利益 58.5億円

当期純利益 41億円

3The Aichi Bank, Ltd.
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業績ハイライト（2021年9月期）
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科　　目 2020年 9 月中間期 2021年 9 月中間期 増減
① 業務粗利益  16,455  18,969 2,514 
② 資金利益  14,438  16,237 1,798 
③ 役務取引等利益 2,338 3,000 662
④ その他業務利益  △322  △269 52
⑤ 経費（除く臨時処理分） 12,657 12,264 △392
⑥ 人件費  6,729  6,454 △275 
⑦ 物件費 4,907 4,830 △77
⑧ 税金  1,020  980 △40
⑨ 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 3,797 6,704 2,906 
⑩ コア業務純益  4,089  7,009 2,919 
⑪ コア業務純益（除く投資信託解約益）  3,338  6,407 3,069 
⑫ 一般貸倒引当金繰入額  ① 1,760 209 △1,551
⑬ 業務純益 2,037 6,495 4,457 
⑭ うち国債等債券損益（ 5勘定尻）  △291  △304  △12  
⑮ 臨時損益 786 △45 △832
⑯ うち株式等損益（ 3勘定尻） 3,019 1,277 △1,741
⑰ うち不良債権処理額  ② 1,552 959 △593 
⑱ うち償却債権取立益  ③ 1 0 △1
⑲ 経常利益  2,823  6,449 3,625 
⑳ 特別損益  △59  △198 △139 
㉑ うち固定資産処分損益 △10 △11 △1 
㉒ うち減損損失 48 186 137
㉓ 税引前中間純利益  2,764  6,250 3,486 
㉔ 法人税、 住民税及び事業税 1,570 2,088 517
㉕ 法人税等調整額  △907  △265  642
㉖ 法人税等合計  663  1,823 1,159 
㉗ 中間純利益  2,101  4,427 2,326 
㉘ 与信関係費用  ①＋②−③  3,311  1,169  △2,142 

コア業務純益
 資金利益が増加したことなどから、 前中間期比29億
円増加し、 70億円となりました。   

経常利益 ・中間純利益
 経常利益は、 与信関係費用の減少と、 資金利益
の増加などから、 前中間期比36億円増加し、 64億円
となりました。
 中間純利益は、 前中間期比23億円増加し、 44億
円となりました。

（単位：百万円）
【資金利益】
貸出金利息の増加を主因に、
1,798百万円増加しました。

【役務取引等利益】
預かり資産手数料の増加等によ
り、 662百万円増加しました。

【その他業務利益】
外国為替売買益の増加等により
52百万円増加しました。

【経費】
人件費及び物件費の減少等に
より、 392百万円減少しました。

※計数は、 単位未満を切り捨てて表示しております。
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業績ハイライト（2021年9月期）
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住宅ローン件数 ・残高
 住宅ローン件数は前中間期比3,662件増加し37,661
件となり、 住宅ローン残高は前中間期比1,069億円増
加し7,168億円となりました。

※計数は、 単位未満を切り捨てて表示しております。

中小企業向け貸出金残高
 中小企業向け貸出金残高は前中間期比1,090億
円増加し 1兆4,213億円となりました。

個人 ・中小企業向け貸出金残高
 個人 ・ 中小企業向け貸出金残高は 2兆1,345億
円で貸出金全体の80.4％となりました。

地域別貸出金残高
 愛知県内への貸出金残高は 2兆3,393億円で貸出
金全体の88.1％となりました。

中堅企業
1.9％

大企業
17.7％

中小企業
53.6％個人

26.9％

個人・中小企業　80.4％

合計
2兆6,541億円

2021年 9 月30日現在

名古屋市内
56.7％

愛知県内  88.1％

尾張地区
17.2％知多地区

4.7％

三河地区
9.6％

岐阜・三重・
静岡県内
4.0％

東京・大阪　7.8％

合計
2 兆6,541億円

2021年 9 月30日現在
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31,743

33,999

29,259
5,464

6,099

7,168

37,661

地域、 個人 ・中小企業のお客さまへの貸出金の状況

年商別中小企業向け貸出金残高

8,000
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12,000

14,000
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0

20億円以上（単位：億円）10億円以上20億円未満
1億円以上10億円未満1億円未満

2021年 9月期

13,788

1,546

3,568

5,499

3,172

2019年 9月期

9,991

1,274

3,133

3,550

2,033

2020年 9月期

12,067

1,588

3,605

4,427

2,445

前中間期比＋1,720億円
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個人預金残高および法人預金残高
 個人預金残高は、 前中間期比614億円増加し、
2 兆1,387億円となり、 法人預金残高は、 前中間
期比1,175億円増加し、 1 兆1,140億円となりました。

 預かり資産残高は、 前中間期比287億円増加し、
3,702億円となりました。

 有価証券残高は、 前中間期比356億円増加し、
1 兆 9 億円となりました。

業績ハイライト（2021年9月期）
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0
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投資信託
（単位：億円）

（注）保険は販売累計額です。
公共債 外貨預金保険
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2020年 9 月期 2021年 9 月期2019年 9 月期

前中間期比＋614億円

9,965

19,971 20,772

7,758

11,140

21,387

前中間期比＋1,175億円
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前中間期比＋356億円

10,009

2019年 9 月期 2020年 9 月期

9,653

10,795

預かり資産の残高 有価証券の残高

預金等 ・貸出金の状況

※計数は、 単位未満を切り捨てて表示しております。

（単位：億円）
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18,350

28,106
31,224

23,608
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33,677

前中間期比＋2,932億円

前中間期比＋2,453億円

 預金等残高は、 個人預金および法人預金を主体に
前中間期比2,453億円増加し、 3 兆3,677億円となり
ました。
 貸出金残高は事業性貸出等が増加したことから、前
中間期比2,932億円増加し、2兆6,541億円となりました。
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経営指標

ROE（株主資本利益率）：株主資本を使ってどれだけ利益をあげたかを示す指標。
　　　 この値が高いほど効率性が高いことを示します。
ROA（総資産利益率）：総資産を使ってどれだけ利益をあげたかを示す指標。
　　　 この値が高いほど効率性が高いことを示します。

4.0

3.5

0.7

2.5

3.0 0.5

0.6

0.4

1.5

2.0

1.0

0.3

0.2

0.1

0 0

ROA(右軸）
（単位：％）

2020年 9 月期 2021年 9 月期

1.99

1.60

0.12

2019年 9 月期

ROE(左軸）

3.67

0.22

0.11

 当行は単体9.82％と自己資本比率規制の国内基
準 4％を大きく上回っております。

 株式会社日本格付研究所（JCR）より長期発行
体格付として 「A（シングルA）」 という高いランクの格付
を取得しております。

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

（％）

2019年 9 月期 2020年 9 月期 2021年 9 月期

国
内
基
準

10.30 9.94 9.82

※計数は、 単位未満を切り捨てて表示しております。

資産の健全性

A A A

B B B

C C C

B B

C C

B

C
D

A A
A

自己資本比率 格付

2019年
9 月期

2020年
9 月期

2021年
9 月期 前中間期比

ROE
（中間純利益基準） 1.60 1.99 3.67 +1.68

ROA
（中間純利益基準） 0.11 0.12 0.22 +0.1

一株当たり
中間純利益（円） 166.24 195.47 411.55 +216.08

一株当たり
純資産（円） 20,642.18 20,277.75 22,696.35 +2,418.6

（単位：％）

経営効率の状況
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資産の健全性資産の健全性

 当行は 「堅実経営」 を堅持するため、 資産の健全性確保には常に留意して取り組んでおります。
 資産内容の点検につきましては厳格な自己査定を実施し、 その結果に基づき回収不能と判定される貸出金を償却
するとともに、 回収可能性に疑念のある貸出金についても積極的に貸倒引当金を積み増すなど、 資産内容の健全化に
努めております。
 今後とも不良債権の早期処理 ・発生防止を徹底し、 資産の健全化を図り 「堅実経営」 の維持に努めてまいります。

2021年 9 月30日現在
（注）1．記載金額は、 単位未満を切り捨てて表示しております。 また、 比率は小数点第 3位以下を切り捨てて表示しております。
  2．総与信＝貸出金＋支払承諾見返＋外国為替＋貸出金に準ずる仮払金＋未収利息
  3．「自己査定結果」 の分類額は引当後の計数で、（　）内は分類額に対する引当金であります。
  4．当行は部分直接償却を実施しておりませんが、 実施した場合の開示債権額を 〈　〉 内に記載しております。
  5．「金融商品に関する会計基準」 の変更により、 自己査定結果は、 私募債に係る支払承諾残高（簿価）及び分類額を除き、 金融再生法開示債権及び

保全状況は、 私募債残高（時価）及び保全額を含みます。

資産の自己査定と償却 ・引当

自己査定 ・金融再生法開示債権 ・ リスク管理債権（単体）  （単位：百万円）

自己査定結果
対象：総与信

　

債務者区分
与信残高

分　　　類
非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類

破綻先
 2,012
 〈473〉

405
　　
63 −

   （4）

　
−

（1,539）

実質破綻先
 6,422
 〈2,943〉

2,554 321 −
  （67）

−
（3,478）

破綻懸念先
35,428 26,249

　
2,183 4,616

（2,378）

要
　
注
　
意
　
先

要管理先
　8,927 3,933 4,993

要管理先
以外の
要注意先
421,506

　

285,770 135,735

正常先
2,186,478 2,186,478

合　計
2,660,775
〈2,655,758〉

2,505,392 143,298
　

4,616
（2,450）

−
（5,017）

金融再生法開示債権および保全状況
対象：総与信

要管理債権は貸出金のみ

開示区分
与信残高

担保 ・保証
による保全 引当額 保全率

破産更生債
権及びこれ
らに準ずる
債権　　　
 8,434
 〈3,417〉

3,344 5,089 100.00％

危険債権
35,556 28,561 2,378 87.01％

要管理債権
 5,526 3,802 239 73.14％

小　計
49,517
〈44,499〉

35,709 7,707 87.67％

正常債権

2,644,864

金融再生法開示債権（小計）の
総与信に占める割合
〈 〉内は、部分直接償却実施後

1.83％
〈1.65％〉

合　計
2,694,381
〈2,689,364〉

リスク管理債権
対象：貸出金

　

開示区分 貸出金残高

破綻先債権  2,005
  〈471〉

延滞債権 41,581
〈38,103〉

3 ヵ月以上
延滞債権　  1,708

貸出条件
緩和債権  3,817

合　計 49,113
〈44,101〉

リスク管理債権の
総貸出金に占める割合
〈 〉内は、部分直接償却実施後

1.85％
〈1.66％〉

貸出金計 2,654,125
〈2,649,113〉
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資産の健全性

債　権　区　分 2020年 9 月期 2021年 9 月期
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,847 8,434
危 険 債 権 30,112 35,556
要 管 理 債 権 6,116 5,526
小  計 44,077 49,517
正 常 債 権 2,355,233 2,644,864
合 計 2,399,310 2,694,381
開 示 債 権 比 率 1.83％ 1.83％

2020年 9 月期 2021年 9 月期
破 綻 先 債 権 額 3,290 2,005
延 滞 債 権 額 33,941 41,581
3   ヵ  月  以  上  延  滞  債  権  額 1,569 1,708
貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 4,547 3,817
合 計 43,348 49,113
貸  出  金  残  高  （末残） 2,360,868 2,654,125
貸 出 金 残 高 に 占 め る 比 率 1.83％ 1.85％

2020年 9 月期 2021年 9 月期
破 綻 先 債 権 額 3,301 2,012
延 滞 債 権 額 33,958 41,599
3   ヵ  月  以  上  延  滞  債  権  額 1,569 1,708
貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 4,547 3,817
合 計 43,377 49,137
貸  出  金  残  高  （末残） 2,352,586 2,646,150
貸 出 金 残 高 に 占 め る 比 率 1.84％ 1.85％

金融再生法開示債権（単体）  （単位：百万円）

リスク管理債権（単体）  （単位：百万円）

リスク管理債権（連結）  （単位：百万円）

○金融再生法開示債権
 対象債権は貸出金の他、 外国為替、 未収利息、 仮払金、 支払承諾見返、 私募債です。
○破産更生債権及びこれらに準ずる債権
 破産、 会社更生、 再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権お
よびこれらに準ずる債権です。

○危険債権
 債務者が経営破綻の状態には至っていないが、 財政状態および経営成績が悪化し、 契約
に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権です。

○要管理債権
  3 ヵ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権です。
○正常債権
 債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして、 上記の破産更生債権及
びこれらに準ずる債権、 危険債権、 要管理債権以外のものに区分される債権です。

○リスク管理債権
 対象債権は貸出金のみです。
○破綻先債権
 元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった
貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。 以下 「未収利息不計上貸出金」 という。）のうち、法人税法施行令に規定する事由（会社更生 ・再生手続 ・破産など）
が生じている貸出金です。

○延滞債権
 未収利息不計上貸出金であって、 破綻先債権および債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。
○ 3 ヵ月以上延滞債権
 元本又は利息の支払が、 約定支払日の翌日から 3 月以上遅延している貸出金で、 破綻先債権および延滞債権に該当しないものです。
○貸出条件緩和債権
 債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、 金利の減免、 利息の支払猶予、 元本の返済猶予、 債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った
貸出金で破綻先債権、 延滞債権および 3 ヵ月以上延滞債権に該当しないものです。

正常債権　98.16％

2021年 9 月期
金融再生法
開示債権
構成比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
0.31％

危険債権　1.32％
要管理債権

0.21％
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けられたみなさまへのご支援について
新型コロナウイルス感染症により影響を受けられた法人 ・ 個人事業主 ・ 個人のみなさまへの各種支援を
行っております。

 新型コロナウイルス感染症拡大により事業活動を制約を
受けたり、 経営環境の悪化 ・ 一時的な業績の悪化等が
発生している事業者の方への、 資金面での長期的 ・ 安
定的な支援として、 取扱をしております。

 新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けられた
事業者の方への支援として特別融資の取扱をしております。

 新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けられた
個人のお客さまを対象に免除いたします。

 名古屋市が創設した 「中小企業金融ワンストップ連携
機関」 に認定されております。
 名古屋市、 名古屋市信用保証協会と連携し、 中小
企業者への迅速な資金供給に取り組んでいきます。

 新型コロナウイルス感染症拡大により、 直接的 ・
間接的に影響を受けられた中小企業および個人事
業主さまの資金繰りなどに関するご相談を受け付けて
おります。

 「あいぎん資本性ローン」 の取扱

 新型コロナウイルス対応特別融資の取扱  住宅ローン等条件変更手数料免除について

 「ナゴヤ ・ 中小企業金融ワンストップ連携機関」

商品名 新型コロナウイルス対応特別融資

ご利用
いただける方

新型コロナウイルス感染症拡大により、
直接的または間接的に被害を受けられ
ている当行営業区域内の法人または個
人事業主さま

お使いみち 運転資金または設備資金

融資金額 ２００百万円以内

融資期間 運転資金 ５ 年以内、 設備資金 ７ 年
以内

融資利率 当行所定

融資形式 証書貸付

返済方法 元金均等返済（据置期間 ６ か月以内）

対象商品 住宅ローン等

対象取引

①最終期限の変更、 返済日の変更
②返済軽減 ・ 元金据置等、 毎月返

済額の変更
③ボーナス返済有無の変更、 ボーナス

割合の変更

対象手数料 条件変更手数料 ： １ 件　５,５００円
（税込）を免除

免除期間 ２０２2年 3 月３1日（木）までに手続き
が完了する案件

商品名 「あいぎん資本性ローン」

ご利用
いただける方

①新型コロナウイルス感染症拡大や大
規模な自然災害等の影響により、
一時的に業績が悪化している事業
者さま

②長期的に安定した資金を必要とする
事業者さま

お使いみち 事業性資金

融資金額 ５０百万円以上３００百万円以下

融資期間 ７ 年もしくは１０年

融資利率 当行所定（業績に応じて変動）

担保・
保証人 不要

返済方法 期日一括返済
（期限前返済は原則不可）

取組内容

金融相談 ・ 中小企業信用保険法に
基づくセーフティネット保証等認定の一
括代理申請 ・ 保証申込 ・ 利子補給
を名古屋市と連携して一元的に実施

※上記に加え、 当行所定の審査手続きがございます。

※上記に加え、 当行所定の審査手続きがございます。

※詳しくは最寄りの営業店窓口にお問い合わせください。
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ESG／SDGsへの取組　−社会的使命を果たすために−

 お取引先企業さまのSDGsへの取組みを促進 ・ 支援す
るため、 SDGsへの取組み状況を、 オリジナルの評価方法
にて 「見える化」 します。

■サービス内容
－SDGs取組み状況の評価
－評価結果のフィードバックとご提案
－SDGsバッジの進呈
ご希望に応じて
－ 「SDGs 宣言」 の策定
－当行ホームページへの掲載
－当行本店デジタルサイネージへの社名掲載

※ESGとは、 Environment（環境）・ Social（社会）・ Governance（ガバナンス）の頭文字です。
 SDGs（エス ・ ディー ・ ジーズ）とは、 持続可能な開発目標 Sustainable Development Goals の略称です。

重点取組方針
《環境の保全》
環境保全 ・ 負荷低減に取り組むお客さまを支援
するとともに、 自行での取組も充実してまいります。

《地域経済の持続的発展》
お客さまの多様なニーズや地域社会の課題に対し、
金融サービスを通じて支援することで、 地域経済の
持続的発展に貢献してまいります。

《豊かな生活と多様な人材の活躍》
金融知識の普及を通じて、 豊かな生活と多様な
人材が活躍できる社会等の実現に向け取り組んで
まいります。

全６プラン ご利用いただける方

途上国向けSDGs
事業応援プラン

JICA支援事業の採択を受けている
企業の方

事業承継
応援プラン

平成30年度税制改正における 「事
業承継税制の特例」 の利用のために
必要となる 『特例承継計画』 を作
成し都道府県知事の確認を受けられ
た企業の方

女性活躍企業
応援プラン

愛知県がすすめる 「女性の活躍促
進を目的とした諸制度」 に取り組む
法人 ・ 個人事業主の方

働き方改革
応援プラン

「働き方改革」 に取り組む愛知県内
に本社を有する事業者の方

健康経営
応援プラン

経済産業省が推奨している 「健康経
営」 に取り組む法人 ・ 個人事業主
の方

事業者クラス
分け評価制度

応援プラン

省エネ法の定期報告に基づく 「事業
者クラス分け評価制度」 の対象とな
る法人 ・ 個人事業主の方

あいぎんSDGs 評価サービス あいぎんSDGs ・ ESG応援ローンの取扱

「あいぎんグループSDGs宣言」
 愛知銀行グループは、 国際連合が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）の趣旨に賛同し、 地域経済の発
展と地域社会の課題解決を支援することで、 地域に暮らす人々の安心で豊かな生活と持続可能な社会の実現に
努めてまいります。

 当行は、 気候変動関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）提言へ賛同しております。 気候変動 ・ 環境問題へ
の対応を強化していくとともに、 TCFD提言を踏まえた気候変動のリスク ・ 機会に関する情報開示の充実に努めてまいり
ます。
※TCFD（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）
 金融市場安定化の観点から、 2015年に金融安定理事会（FSB）の下に設置された企業の気候変動リスク ・ 機会の情報開示を推奨する作業部会。 TCFDは、

各企業が気候関連のリスクと機会を評価し、 経営戦略 ・ リスク管理へ反映するとともに、 財務上の影響を把握 ・ 開示することを推奨している。



12The Aichi Bank, Ltd.

ESG／SDGsへの取組 E:Environment（環境）
−社会的使命を果たすために−

 全店にてクールビズ ・ ウォｰムビズを実施しております。
 夏季と冬季の冷暖房温度を通常より 1 ～ 2 度調整す
るなど一層の省エネに取り組んでおります。

 2020年１１月より、 投資信託 ・ 保険等の投資性商品に
おいて、 タブレット端末の画面上でお取引内容のご確認と
電子サインをいただくことで、 ペーパーレスでの申込手続き
が完了する 「預かり資産ナビシステム」 を導入しました。
 これによりお客さまの利便性向上と業務効率化を図り
ます。

 環境にやさしい資源を使用しています。
 東海 ３ 県の金融機関では初めて本店ビルで利用する
都市ガス ・ 電力全量をカーボンニュートラル化する取組を
開始しました。 	

 地域のみなさまとのふれあいや、 環境保全を目的とし、
地域の公園や河川等の清掃活動を実施しております。

 独立行政法人鉄道建設 ・ 運輸施設整備支援機構が
発行するサステナビリティボンド、 独立行政法人国際協力
機構の発行するソーシャルボンドに投資しております。
 その他、 一般事業法人が発行するグリーンボンド等に投
資をしております。

 太陽光パネル、 LED照明などを設置し、 エコ対応重視
型の店舗づくりを推進しております。

環境にやさしい
住宅の取得

「ガス省エネ住宅」、 「名古屋市
緑化住宅」、 「太陽光発電住宅」、
「長期優良住宅」 取得を対象と
した、 住宅ローン金利プランをご
用意しております。

地震に強い住宅
の取得

「耐震住宅」 取得を対象とした、
住宅ローン金利プランをご用意し
ております。

エコカーの取得

ハイブリッド車、 低燃費 ・ 低排出
ガス認定自動車等の 「エコカー」
取得を対象としたエコカーローン金
利プランをご用意しております。

環境保全に配慮した店舗づくり

Co2削減への取組

クールビズ ・ ウォームビズの実施

ペーパーレス化への取組

ESG投資への取組

わたしたちのまちを美しく

木質資源、 植物性インキ使用の通帳導入

環境保全に配慮した金融商品の取扱

E:Environment（環境）

太陽光パネル（名古屋駅前ビル）
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）
−社会的使命を果たすために−

 当行は、 継続的な企業訪問等を通じて企業実態の把握とニーズの発掘に努め、 より円滑な資金供給を図ると同時
に本業支援のためのコンサルティング機能の発揮に努めております。
 特に、 「創業を含めた成長分野支援」 ・ 「海外ビジネスサポート」 ・ 「事業承継支援」 に重点を置き、 地域金融機
関として地方創生 ・ 地域経済活性化に資する取組を続けてまいります。

主な取組策

1．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

1．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮
2．地域の発展への積極的な参画
3．地域やお客さまに対する積極的な情報発信

＜方針＞
 地道な訪問活動の継続やソリューション営業を通じて、 地元中小企業の資金ニーズを掘り起こすとともに、 企業の成
長可能性や持続可能性を適切に評価することで、 中小企業向け貸出の増強と多面的な経営支援を行います。
＜具体的な取組＞
 お客さまの成長戦略や経営課題を共有し、 最適な提案やライフステージに応じた資金供給を行うなど、 積極的な経
営改善支援に取り組んでおります。
 また、 これまで以上に企業への訪問機会を増やすことにより、 中小企業融資拡充に取り組んでおります。
 ●貸出金10百万円以上の新規貸出先開拓数

目　標(2021年 4 月〜2022年 3 月) 実　績(2021年 4 月〜2021年 9 月)
2021年度 1,600先 811先

◆様々なライフステージにある企業の事業内容や成長可能性を適切に評価した支援
◆財務データや担保 ・ 保証に必要以上に依存しない支援
◆ 「経営者保証に関するガイドライン」 の活用により経営者保証に依存しない支援
◆ABL（売掛金、 在庫や機械設備を担保とする融資）や知的財産権担保融資の活用

「経営者保証に関するガイドライン」 の活用状況 2019年度 2020年度 2021年度上期
新規に無保証で融資した件数 5,976件 10,638件 4,169件
保証契約を変更 ・ 解除した件数 771件 669件 258件
新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合 26.27％ 34.83％ 43.22％

中小企業の経営支援に関する態勢

新規融資の取組について

事業性評価に基づく融資

外
部
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携
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支
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議
会

お　客　さ　ま

営
業
店

本
部
機
能
の
活
用

経営課題、 ニーズを把握

各種相談、 経営課題、 ニーズに対する解決策を策定、 ご提案、 実行

（専門的な知識が必要な場合）本部機能を活用し、 各専門部署と連携した上でご対応いたします。

法人営業部 審査部

解決策の提案、 実行

解決策の
検討・実行を
サポート

外部との連携

S:Social（社会）
地域密着型金融の推進に向けた取組 〜お客さまの声、 お客さまとの絆を大切にします〜

 当行は、 創業以来 「地域社会からの信頼を大切にし、 地域社会の繁栄に貢献する」 ことを 「経営理念」 としてお
ります。 これからも、 今まで同様、 地域中心の営業に徹し、 地域密着型金融を推進していくことで、 地域金融の円滑
化を図り、 地域のみなさまに信頼され、 期待される金融機関を目指してまいります。
 なお、 当行では、 「金融仲介機能のベンチマーク」 を活用しております。
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）
−社会的使命を果たすために−

 お取引先企業のビジネスマッチングニーズをデータベース
化し、 より高精度なマッチングを可能とすべく、 「あいぎん
BMS」の運用を開始いたしました。 また、詳細なビジネスマッ
チング案件情報を当行内でスムーズに共有することで、 成
約率の向上も期待できます。

創業 ・ 新規事業開拓の支援

成長段階における支援
●海外ビジネス支援

 海外ビジネスに関心のあるお客さま、 海外に進出されて
いるお客さま向けに海外の最新情報をお届けするため、「あ
いぎん海外メルマガサービス」（年会費無料）を発信してい
ます。 現在、300社以上のお客さまにご利用頂いております。
【配信内容】
◆海外トレーニー（ジェトロ名古屋を含む）やコンサルティ

ング会社のレポート
◆海外関連セミナーや商談会、 展示会の案内
◆最近の配信内容
 「コロナ禍における各国政府の対応」 「インドネシアの解

雇規制について」

 設立 5 年以内の法人のお客さま、 創業 5 年以内の個
人事業主のお客さまを対象とし、 事業者向けインターネッ
トバンキング、 法人向けクレジットカードなど便利なサービス
をパッケージにしてご提供しております。

 将来の成長が見込まれる企業などへの出資
 ●出資実績（2021年 9 月末現在）
  54件　1,283百万円、 うち株式上場 5 先　

 アジア地域、 メキシコにおけるお取引先の海外ビジネス
を支援するために ７ か国の ８ 銀行と業務提携をしておりま
す。

あいぎん海外メルマガサービス

「あいぎん創業支援パッケージ」「あいぎん未来創造ファンド」

海外銀行との業務提携

「タイ ・ ベトナム　オンライン商談会」（2021年10月）

●ビジネスマッチング支援 ●セミナー等

 東京大学薬学部教授の池谷裕二氏を招聘し、 「AIが
もたらす未来～人工知能の現在とこれからの社会～」 と
題し、 第３９回愛銀文化講演会を開催いたしました。 新
型コロナウイルス感染症の拡大状況を鑑み、 今回初めて
「オンデマンド配信」 にて開催いたしました。

中小企業の経営支援に関する取組

 海外展開に役立つ情報提供として、 ジェトロ名古屋 ・ ＪＩＣＡ中部とともにオンラインセミナーを開催いたしました。 当行
の海外ビジネス支援メニューのほか、 越境ＥＣを活用したコロナ禍でもできる海外販路開拓の方法や、 中小企業 ・ ＳＤＧｓ
支援事業についてご紹介いたしました。

海外ビジネス展開セミナーの開催（2021年 9 月）

 コロナ禍で対面での営業活動が困難な中、 タイおよびベ
トナムに所在する日系現地企業においてニーズの高い販路
開拓の支援を目的に、 他機関とのネットワークも活用し、
オンラインでのビジネス商談の機会を提供いたしました。

愛銀文化講演会＜取引先向け＞
（2021年 6 月～ 7 月）

「あいぎんビジネスマッチングシステム（あいぎんBMS）」 の
運用開始
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）
−社会的使命を果たすために−

●外部支援機関※との連携 ・ 活用状況  ※外部支援機関…コンサルタント会社、 中小企業診断士、 税理士等

●経営改善に向けた支援取組

●事業承継支援

●地方創生への取組
 各自治体との円滑な連携を図り、 「地方版総合戦略」 の推進に積極的に関与していくために、 更に支援体制を充
実させてまいります。

●人材紹介業務への参入
 取引先企業の持続的な成長を支援することを目的に、 ２０２０年 ７ 月に 「有料職業
紹介事業」 の許可を取得し、 人材紹介業務に参入しました。 多様化するお客様の経
営課題の解決に対応できる 「ハイレベル人材」（経営幹部層や管理職クラス、 専門人
材等）を中心に紹介することで、 地域企業の成長や生産性向上を目指して参ります。
 また、 内閣府が実施する 「先導的人材マッチング事業」 に間接補助事業者として
採択されております。

内　　　　　容 2021年 4 月〜2021年 9 月 2012年 4 月以降累計
経営改善計画の策定協力 13先 607先

経営改善 ・ 事業再生 ・ 事業承継等の支援取組

 愛知県内に主たる事業所を置き、 愛知県内で事業を行う中小企業者を対象として、 再生に向けた支援を目的として
組成された投資ファンド 「愛知中小企業再生 2 号 ・ 3 号ファンド」 に出資参加しております。

内　　　　　容 2021年 4 月〜2021年 9 月 2012年 4 月以降累計
相　談 実　績 相　談 実　績

公的支援機関（中小企業再生支援協議会、 地域経
済活性化支援機構等）の活用実績 0先 1件 65先  29件

条件変更を実行した先等で、 当行と外部支援機関が
連携し、 事業再生 ・ 経営改善に取り組んだ実績 12件 355件

重点取組分野 指　　標 数値目標
(2021年 4 月～2022年 3 月）

実　　績
(2021年 4 月～2021年 9 月）

お客さまへの提供
価値向上

①シローンアレンジ件数  8件 2件
②M&A取扱件数 20件 8件
③海外融資の実行件数 10件 4件

数値目標と実績

2．地域の発展への積極的な参画

成長分野への支援
 地域経済の活性化につながる成長産業を支援するため、 成長が見込まれる18の分野について2010年 9 月より資金
支援を強化しております。
 当行では、 地域特性を考慮して次の 5 項目に重点を置き支援しております。

●18の成長分野への貸出の取組（2021年 4 月〜2021年 9 月）実績：8件、 7,136百万円　　　　　
（2010年 9 月〜2021年 9 月）累計実績：386件、 85,794百万円

①ものづくり愛知の原点である製造業等の成長産業化への支援
②医療 ・ 介護 ・ 育児サービス基盤強化及び高齢者の安心な暮らしの実現への支援
③アジア拠点化推進への支援
④社会インフラ整備高度化、 農林水産業分野の成長産業化への支援
⑤成長企業等への多様な資金調達が可能な金融市場の実現及び企業の戦略的な事業再編促進への支援

 犬山市、 小牧市、 尾張旭市、 桑名市、 新城市、 半田市、 清須市、 江南市、 岩倉市、 中津川市、 日進市、
愛知県、 知多市、 豊明市、 大府市、 大口町、 岡崎市（締結順）
 その他にも、 37の団体等との 「連携協定」 を締結しております。

 当行は事業承継 ・ M&Aサポート運動を展開し、 親族内の承継を考えるお取引先や後継者不在などの経営課題を
抱えているお取引先に対して、 それぞれの状況に応じたきめ細やかなコンサルティング支援を行っています。

〈包括連携協定等の締結先〉

「事業承継 ・ M&Aサポート運動」

地域の活性化に関する取組状況
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）
−社会的使命を果たすために−

●産学官金連携

・ 名古屋大学 ・名古屋工業大学 ・名古屋市立大学 ・豊橋技術科学大学 ・名城大学
・日本福祉大学 ・愛知大学 ・豊田工業高等専門学校 ・中小企業基盤整備機構中部本部（順不同）
♢技術相談等の件数（２０２1年 ９ 月期）7件

 地域課題の解決や相互の発展を図ることを目的として、 新城市
と 「包括連携協力に関する協定書」 を、 愛知大学と 「連携 ・ 協
力に関する協定書」 を締結しております。 「新城公共商社」 の立
ち上げに向けた調査研究事業を三者が連携して取り組んでいます。

 愛知大学との連携事業として 「愛知大学生と愛知銀行員が考
えるSDGs」 を開催いたしました。 愛知大学、 愛知銀行の活動
を素材としてSDGs １７の目標へのマッピングに愛知大学生とともに
取り組み、 SDGsについての理解を深める機会となりました。

〈連携協定締結先〉

愛知大学とのSDGsワークショップ開催（2021年 6 月 ・ 8 月）

 お客さまの技術開発ニーズを大学、 高専等につなぎ、 実用化に向けた支援を行っております。

 当行本支店において、 地元の小 ・ 中学生などを対象とし、 職場体験学習を随時開催しております。

 SDGsへの取組みの一環として、 ２０２1年１２月に 「第１6回 全国高
校生金融経済クイズ選手権エコノミクス甲子園 愛知大会」 を開催しま
した。 次世代を担う高校生への金融経済教育の普及を目的として毎
年開催しておりますが、 昨年同様オンラインでの開催となりました。

銀行見学

エコノミクス甲子園（2021年12月）

●その他

 ２０２1年 4 月、 昨年度に引き続き 3 回目の取組みとなる寄附講義 「金融学」 を、 非対面型にて開講いたしました。
理系の学生でも興味の沸きやすいカリキュラムで構成されており、 当行の経験豊かな担当者が、 実務に基づく金融知識
を提供しております。
＜主な内容＞
・ 基本的な金融理論  ・ 企業 ・ リスク分析 ・ 産学官金連携 ・フィンテック
・システム開発等 ・デジタルトランスフォーメーション

 JICAでは、 従来のODA（政府開発援助）に加え民間企業による
海外現地の課題解決にも注力しています。 今回の連携により海外展
開を検討するお取引先に対し 「中小企業 ・ SDGsビジネス支援事業」
の活用による途上国の課題解決支援が可能になりました。

名古屋工業大学への寄附講義 「金融学」 の開講（2021年 4 月〜2021年 8 月）

JICAと 「業務連携 ・ 協力に関する覚書」 を締結（2021年 4 月）

●金融リテラシー向上への取組

～新城市×愛知大学×愛知銀行～
地域商社設立に向けた調査
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）
−社会的使命を果たすために−

地域のお客さまへ

 窓口、 ATMコーナーでのお声かけやホームページ、 ポ
スター、 ATM画面でのお客さまへの注意喚起の表示お
よびキャッシュカードでの振込の一部利用制限を行うなど、
特殊詐欺被害の未然防止に積極的に取り組んでおりま
す。

愛銀教育文化財団

CS宣言

お子さまへのSDGs啓蒙

マネー ・ ローンダリング／テロ資金供与防止 障害者差別解消法への取組

特殊詐欺被害の未然防止への取組

先数 774先
累計金額 ２ 億92百万円

 学術 ・ スポーツを含む教育 ・ 文化活動への助成や
高校生を対象とした文化 ・ 体育活動への援助を行って
おります。
助成金累計（1990年度～2021年度）

 地域のお客さまから信頼され、 業績の発展とともに、
地域社会の繁栄に貢献する金融機関を目指し、 「お客
さまの声」 を大切にした経営体制の確立に積極的に取
り組んでおります。

 ご来店されたお子さま連れのお客さまへ、 SDGsにつ
いて学べるシールセットを配布しております。

 行員を対象として研修を開
催し、 行員の障害者差別解
消法への理解 ・ 知識の向上
と店頭応対力の向上に努めて
おります。 全てのお客さまに配
慮した優しい店舗づくりに取り
組んでおります。

 マネー ・ ローンダリング／テロ資金供与の手口に対応
し、 全店にて勉強会を行い、 防止対策を強化しており
ます。

※マネー ・ ローンダリング：犯罪行為で得た資金を、 預金や為替等
の金融取引の利用を通じて、 資金の出所や真の所有者をわから
なくする行為。

※テロ資金供与：テロ行為の実行を目的として、 そのために必要な
資金をテロリスト等に提供する行為。
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）
−社会的使命を果たすために−

・ 新型コロナワクチンの職域接種（行員 ・ 家族）
・ 時差出勤、 スプリット勤務および昼休業の導入
・ 非接触型検温システムの導入
 （本店 ・ 名古屋駅前ビル）
・ インフルエンザ予防接種費用の全額負担

 行員が 「働きやすさ」 と 「働きがい」 を感じながら、 能力を最大限に発揮できる職場環境の整備に向け、 積極的に
取り組んでいます。

 愛知銀行では、 行員とその家族の心身の健康を重要な財産と位置づけ、 組織的かつ戦略的に健康管理 ・ 健康づ
くりに取り組むことで、 生産性の向上と組織活性化を図り、 経営理念である 「地域社会からの信頼を大切にし、 地域
社会の繁栄に貢献します」 の実現を目指しています。
受動喫煙防止措置 感染症予防対策

健康経営優良法人の認定

 2019年10月から当行
および関連会社の全施
設を敷地内禁煙といたし
ました。 敷地内を禁煙と
することで、 受動喫煙ゼ
ロを目指します。
 また、 喫煙者本人の
健康改善や疾病の未然
防止等のため禁煙を推
奨し、 禁煙を目指す行
員を対象に禁煙外来の
治療費等の一部を補助
しています。

 行員向けの新型コロナウイルスを含む感染症予防対策
を実施しています。

 当行が実践する健康経営の取組が、 経済産業省およ
び日本健康会議が実施する健康経営優良法人認定制
度で評価され、 一昨年および昨年に続き 3 年連続で 「健
康経営優良法人（大規模法人部門（ホワイト500））の
500社に認定されました。

ダイバーシティ推進

健康経営の取り組み

行員が働きやすい職場づくり

 愛知銀行は、 地域社会やお客様から信頼される銀行
を目指し、 ES経営を通して 「企業風土の変革」 を目指
しています。 行員全員が、 高いモチベーションでパフォーマ
ンスを十分に発揮しながらやりがいをもって働ける職場環境
や、 風通しのよい人間関係の整備、 課題解決に向け取り
組んでいきます。

 ES経営の第一歩として、 行員がどのような考え ・ 想いで、
何を重要視して働いているのかを明らかにするため、 契約
職員、 パートタイマー、 派遣社員等を含む行員1,984名
を対象にESアンケートを実施しました。 結果から浮彫りに
なった課題や行員の声を経営施策に反映しながら、 今後
銀行全体で解決に向け取り組んでいきます。

厚生労働省
・ プラチナくるみん
・ えるぼし（ 2 段階目）

愛知県
・ あいち女性輝きカンパニー
・ ファミリー ・ フレンドリー企業
・ 愛知県健康経営推進企業

名古屋市
・ 女性の活躍推進企業
・ 子育て支援企業
・ ワーク ・ ライフ ・ バランス推進企業

ES（Employee Satisfaction）経営の取組

ESアンケートの実施 2020年 8 月 「プラチナくるみん」 取得

ダイバーシティ推進に係る公的機関からの認定 ・ 表彰等
認定

16.0

18.0

14.0

12.0

10.0

（単位：％）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

喫煙率の推移（40歳以上）

17.6
16.5

13.7
12.9
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ESG／SDGsへの取組 S:Social（社会）G:Governance（ガバナンス）
−社会的使命を果たすために−

3．地域やお客さまに対する積極的な情報発信
情報開示(ディスクロージャー )

店舗建て替えのため、 港支店を、 店舗の北約 2 Kmに
位置する東海通支店内に、 2023年 3 月頃までの予定
で移転します。 電話番号とFAX番号に変更はありません。

店舗建て替えと、 店舗内店舗方式への予定のため、 各店舗を移転します。

名和支店を、 現店舗の東向かいの位置に、 荒尾支
店を、 現店舗の北約 2 Kmに位置する名和支店の新
店舗内に、 店舗内店舗方式※にて移転予定です。

港支店
2022年 2 月14日移転！

名和支店 ・ 荒尾支店
2022年 5 月16日移転！

店舗の移転について（予定）

※店舗内店舗方式とは、 複数の店舗を一つの店舗内で営業する方式のことです。

●インターネットホームページ
 最新の経営情報や商品内容、 キャンペーン情報などを
掲載しております。 また、ローンシミュレーションや店舗 ・
ATMの検索などにもご利用いただけます。（https://www.
aichibank.co.jp/）

●会社説明会（IR）
 機関投資家向けの会社説明会を定期的に開催して
おります。 また、 愛知銀行をより知っていただくために、
個人投資家向けの会社説明会も開催しております。

（今年度は音声ライブ配信にて開催しました）

 監査等委員会設置会社  執行役員制度
 複数の社外取締役を含む監査等委員である取締役に取締役会に
おける議決権を付与するとともに、 社外取締役の比率を1/3以上とす
ることで、 監査 ・ 監督機能の強化を図り、 コーポレート ・ ガバナンス体
制をより一層充実させ、 加えて権限の委譲により迅速な意思決定を行
い、 経営の効率を高めることで更なる企業価値の向上を図っております。

 執行役員制度を導入し、 取締役会の活性
化 ・ 意思決定の迅速化及び業務執行機能
の充実を通じて、 コーポレート ・ ガバナンスの
一層の強化を図ることとしております。

G:Governance（ガバナンス）
コーポレート ・ ガバナンス
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 経済 ・ 景気動向などの資産運用に関するテーマを中心にオンライン形式でセミ
ナーを開催しております。
■あいぎんオンラインマーケットセミナー

開催日 ２０２1年１１月１９日（金）
開催方法 YouTubeで生配信 （見逃し配信あり）

講演内容 日本株を取り巻く材料整理と国際金融情勢の中長期展望
講師 ： 三井住友DSアセットマネジメント

調査部チーフストラテジスト　　　　   市川　雅浩 氏

 資産運用セミナー

 当行で公的年金※をお受け取りのお客さまに、 お誕生日プレゼントや定期預金
の金利上乗せ、 小冊子 「ゆうゆう」 のお届け、 飲食店 ・ 旅行代金の割引など
の各種ご優待サービスをご用意しております。
※公的年金とは、 厚生年金 ・ 国民年金 ・ 共済年金をいいます。

 一般NISA、 ジュニアNISA、 つみたてNISAを活用する
ことで、 教育 ・ 進学、 ご結婚など、 用途を特定せずライフ
プランに応じた資産形成で、 様々な資金を準備することも
可能です。

 年金サークルゆうゆう

 NISA　ニーサ

お客さま本位の業務運営方針
 お客さまの最善の利益を追求するため、 「お客さま本
位の業務運営方針」 の右記項目に基づき、 お客さま
本位の業務運営に努めております。
 また年 １ 回、 「お客さま本位の業務運営方針」 への
取組状況を公表しております。

１．お客さまの最善の利益の追求
２．利益相反の適切な管理
３．手数料等の明確化
４．重要な情報の分かりやすい提供
５．お客さまにふさわしいサービスの提供
６．職員に対する適切な動機付けの枠組み等

年金 ・ セミナー

資産形成をサポート

 ご利用いただけるお客さま（以下の全ての条件を満たす
方とさせていただいております）
●愛知県･岐阜県･三重県･静岡県の 4 県で当行の営業

エリアにお住まいまたはお勤めの個人の方。
●運転免許証をお持ちの方。
●お申込時の年齢が18歳以上75歳未満

の方。
●愛知銀行で普通預金口座をお持ちでは

ない方。

 お客さまのニーズやライフプランに応じたサービスをご提供しております。
キャッシュレス決済

シニア層の住宅関連ニーズをサポート

住宅ローンをお申込みのお客さまへ

スマホでいつでもどこでも口座開設！

 主な特徴
①日本を含む全世界２００以上の国 ・ 地域のVisa加盟店

で利用できます。
②ご利用代金は、 即時口座から引き落としとなり現金感

覚で安心してご利用いただけます。
③｢Visa｣｢PLUS｣マークがある海外のATM等で現地通貨

のお引き出しができます。

 60歳以上のお客さまを対象に、 住宅の建設、 購入、 リ
フォームに加え、 サービス付き高齢者向け住宅への入居一
時金としてもご利用いただける住宅ローンです。

 新型コロナウイルス感染症拡大による影響で着工 ・ 引
き渡しが遅延し、 ご融資日やお借入期間の変更などをご
検討されているお客さまのご相談にお応えいたします。
　〈住宅ローンをお申込みいただいている店舗へお問い合わ
せください。 なお、 ローンプラザ栄（愛知銀行 本店別館）
は休日営業をいたしております。（ローンプラザ栄 電話　
052-262-9577）〉

愛銀Visaデビット あいぎん口座開設アプリ 無料

リバースモーゲージ型住宅ローン（ノンリコース型）
「愛銀リ ・ バース６０」
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店舗等の情報（地域別店舗一覧 ・ ローンプラザ）

名古屋市 〈49か店〉

●中区
201	本

ホン

店
テン

営業部 〒460-8678 栄3-14-12	 〈052〉251-3211
207	大

オオ

須
ス

支 店 〒460-8678 栄3-14-12	 〈052〉241-6126
（本店別館内） ※店舗建て替えのため一時移転中

221	金
カナ

山
ヤマ

支 店 〒460-0022 金山2-8-23	 〈052〉331-8931
●中村区
208	中

ナカ

村
ムラ

支 店 〒４５３-００１６ 竹橋町３５-１５	 〈０５２〉４５２-４２４１
224	本

ホン

陣
ジン

支 店 〒４５３-００４４ 鳥居通２-３２-１	 〈０５２〉４８１-９４１１
226	岩

イワ

塚
ツカ

支 店 〒４５３-０８５１ 畑江通９-２０	 〈０５２〉４６１-３５２１
227	名

ナ

古
ゴ

屋
ヤ

駅
エキ

前
マエ

支店 〒４５０-０００２ 名駅４-22-20	 〈０５２〉５８２-４６１１
●西区
204	新

シン

道
ミチ

支 店 〒４５１-００４３ 新道２-１-１	 〈０５２〉５７１-２５２１
211	浄

ジョウ

心
シン

支 店 〒４51-００24 秩父通２-84	 〈０５２〉５２１-２４２１
225	山

ヤマ

田
ダ

支 店 〒４５２-０８０１ 清里町３８７	 〈０５２〉５０１-４４２１
250	小

オ

田
タ

井
イ

支店 〒４５２-０８２２ 中小田井５-４０５	 〈０５２〉５０４-３１１１
●北区
205	大

オオ

曽
ゾ

根
ネ

支店 〒462-0819 平安２-１-６１	 〈０５２〉９８１-８５５１
216	黒

クロ

川
カワ

支 店 〒462-0046 城見通２-１９	 〈０５２〉９１１-２３２１
246	楠

クスノキ

町
チョウ

支 店 〒462-0015 中味鋺３-７１３	 〈０５２〉９０２-６６６１
322	豊

トヨ

山
ヤマ

支 店 〒462-0015 中味鋺３-７１３	 〈０５２〉９０２-６６６１
（楠町支店内）

●守山区
217	守

モ リ

山
ヤマ

支 店 〒463-0067 守山３-４-１８	 〈０５２〉７９１-４５５１
242	大

オオ

森
モリ

支 店 〒463-0021 大森５-１１４	 〈０５２〉７９８-２３４１
●千種区
206	今

イマ

池
イケ

支 店 〒464-0850 今池４-７-１２	 〈０５２〉７３１-７１８１
233	本

モト

山
ヤマ

支 店 〒４６４-０８19 四谷通1-１０	 〈０５２〉７82-2828
218	東

ヒガシ

山
ヤマ

支 店 〒４６４-０８０７ 東山通５-２	 〈０５２〉７８１-３１５１
●名東区
229	高

タカ

針
バリ

支 店 〒４６５-００６３ 新宿１-８５-２	 〈０５２〉７０１-１２０１
230	猪

イノ

子
コ

石
イシ

支店 〒４６５-０００２ 引山１-１０８	 〈０５２〉７７３-３６１１
237	藤

フジ

が
ガ

丘
オカ

支店 〒４６５-００３２ 藤が丘１４１	 〈０５２〉７７３-２２３１
●昭和区
212	東

トウ

郊
コ ウ

通
ドオリ

支店 〒４６６-００５１ 御器所１-１-１	 〈０５２〉８７１-７２１１
232	塩

シオ

付
ツケ

通
ドオリ

支店 〒466-0841 広路本町2-１	 〈０５２〉８５３-２７２１
●瑞穂区
202	桜

サクラ

山
ヤマ

支 店 〒467-0805 桜見町２-１０	 〈０５２〉８４１-８１２１
210	堀

ホリ

田
タ

支 店 〒467-0856 新開町２４-５２	 〈０５２〉８７１-８２５１
223	中

ナカ

根
ネ

支 店 〒467-0064 弥富通５-５４	 〈０５２〉８３２-４８１１
●天白区
222	八

ヤ

事
ゴト

支 店 〒４６８-００７６ 八事石坂１０４	 〈０５２〉８３２-１４６１
231	島

シマ

田
ダ

支 店 〒４６８-００５６ 島田２-９０８	 〈０５２〉８０１-１１２１
253	鳴

ナル

子
コ

支 店 〒４６８-００３４ 久方３-２２	 〈０５２〉８０７-７７６６
●緑区
228	鳴

ナル

海
ミ

支 店 〒４58-０801 鳴海町字花井町１0-4	 〈０５２〉62１-1２１１

248	大
オオ

高
ダカ

支 店 〒４59-8０01 大高町字鶴田88	 〈０５２〉624-3７1１
●南区
213	道

ドウ

徳
ト ク

支 店 〒457-0841 豊田1-6-8	 〈052〉691-4151
245	柴

シバ

田
タ

支 店 〒457-0807 鶴見通３-４	 〈０５２〉６１２-７８２１
215	笠

カサ

寺
デラ

支 店 〒457-0038 桜本町９９	 〈０５２〉８１１-９２１１
●港区
214	港

ミナト

支 店 〒４５５-００１４ 港楽３-４-１１	 〈０５２〉６５１-１２３１
235	稲

イナ

永
エ

支 店 〒４５５-０８４２ 稲永５-８-７	 〈０５２〉３８３-３０８１
236	当

トウ

知
チ

支 店 〒４５５-０８０１ 小碓３-１８５	 〈０５２〉３８３-１１３１
244	東

トウ

海
カイ

通
ドオリ

支店 〒４５５-０００１ 七番町４-１４-１	 〈０５２〉６５１-５１５３
247	南

ナン

陽
ヨ ウ

町
チョウ

支店 〒４５５-０８８４ 七反野１-２２０４-２	 〈０５２〉３０２-７４１１
●中川区
203	尾

オ

頭
トウ

橋
バシ

支店 〒454-0013 八熊２-２-１	 〈０５２〉３２１-１５２１
219	昭

ショウ

和
ワ

橋
バシ

支店 〒454-0852 昭和橋通２-３６	 〈０５２〉６６１-９１０１
220	松

マツ

葉
バ

町
チョウ

支店 〒454-0818 松葉町2-3	 〈052〉351-1751
234	豊

ホウ

成
セイ

支 店 〒454-0818 松葉町2-3	 〈052〉351-1751
（松葉町支店内）

239	高
タカ

畑
ハタ

支 店 〒454-0911 高畑１-２１２	 〈０５２〉３６２-２３２１
249	富

ト ミ

田
ダ

支 店 〒454-0983 東春田２-２２１	 〈０５２〉３０１-６８１１
●ATM管理専門店舗（窓口事務などのサービスの取扱いはしておりません）
イーネット支店
〒460-8678 名古屋市中区栄３-１４-１２ 本店営業部内	〈０５２〉２５１-３２１１
ローソンATM支店
〒460-8678 名古屋市中区栄３-１４-１２ 本店営業部内	〈０５２〉２５１-３２１１

愛知県 〈49か店〉

●尾張地区
301	一

イチノ

宮
ミヤ

支 店 〒491-0858 一宮市栄３-２-２１	 〈０５８６〉７３-６８０５
332	一

イチノ

宮
ミヤ

南
ミナミ

支店 〒４９１-０９１４ 一宮市花池４-９-１５	 〈０５８６〉４６-２０２１
302	半

ハン

田
ダ

支 店 〒４７５-０８７４ 半田市銀座本町３-１０	〈０５６９〉２１-５２２１
303	江

コウ

南
ナン

支 店 〒４８３-８２１３ 江南市古知野町朝日２２４	〈０５８７〉５５-１２０１
333	江

コウ

南
ナン

西
ニシ

支店 〒４８３-８３４９ 江南市前飛保町西町２０９	〈０５８７〉５５-９５２１
304	小

コ

牧
マキ

支 店 〒485-0028 小牧市東新町１１３	〈０５６８〉７７-３１３１
305	瀬

セ

戸
ト

支 店 〒４８９-０８０９ 瀬戸市共栄通１-２６	〈０５６１〉８２-２１６５
306	津

ツ

島
シマ

支 店 〒４９６-0８0１ 津島市藤浪町１-１８	〈０５６７〉２８-１３４７
307	春

カス

日
ガ

井
イ

支店 〒４８６-０８２５ 春日井市中央通１-６１	〈０５６８〉８１-２１１１

316	
春
カス

日
ガ

井
イ

支店
高
コウ

蔵
ゾウ

寺
ジ

出張所
 〒４８７-００３２ 春日井市高森台１０-２-３	〈０５６８〉９１-５８１１

309	東
トウ

海
カ イ

支 店 〒４７７-００３1 東海市大田町蟹田3４-2	〈０５６２〉３２-１１３１
334	南

ミナミ

加
カ

木
ギ

屋
ヤ

支店 〒４７７-００３２ 東海市加木屋町大堀１０-１	〈０５６２〉３４-２２８８
310	知

チ

多
タ

支 店 〒４７８-００５３ 知多市清水が丘１-１２０８	〈０５６２〉３３-３４１１
311	岡

オカ

田
ダ

支 店 〒４７８-００５３ 知多市清水が丘１-１２０８	〈０５６２〉３３-３４１１
（知多支店内）

312	名
ナ

和
ワ

支 店 〒４７６-０００２ 東海市名和町トトメキ３-１	 〈０５２〉６０３-５１４１
339	荒

アラ

尾
オ

支 店 〒４７６-０００３ 東海市荒尾町恵毛６６-１	〈０５２〉６０１-７７２１
317	赤

アカ

池
イケ

支 店 〒４７０-０１２５ 日進市赤池１-１５０３	〈０５２〉８０３-２２３１
318	三

サン

郷
ゴウ

支 店 〒４８８-００１１ 尾張旭市東栄町１-１６-８	〈０５６１〉５４-３２１１
319	師

シ

勝
カツ

支 店 〒４８１-０００６ 北名古屋市熊之庄八幡２２２	〈０５６８〉２３-０７７１

地域別店舗一覧
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店舗等の情報（地域別店舗一覧 ・ ローンプラザ）

335	西
ニシ

春
ハル

支 店 〒４８１-００４３ 北名古屋市沖村沖浦９３	〈０５６８〉２５-３１２１
320	豊

ト ヨ

明
アケ

支 店 〒４７０-１１１２ 豊明市新田町子持松１４-２７	〈０５６２〉９３-３３１１
321	大

オオ

口
グチ

支 店 〒４８０-０１４2 丹羽郡大口町中小口2-374	〈０５８７〉９５-６６２１
323	春

カス

日
ガ

井
イ

西
ニシ

支店 〒４８６-０９０４ 春日井市宮町字宮町６０-５	〈０５６８〉３３-６８１１
326	蟹

カニ

江
エ

支 店 〒４９７-００５５ 海部郡蟹江町源氏１-１５０	〈０５６７〉９５-８５１１
337	大

オオ

治
ハル

支 店 〒４９０-１１４１ 海部郡大治町大字馬島字山西４８-１	〈０５２〉４４３-２５３１
325	美

ミ

和
ワ

支 店 〒４９０-１２１１ あま市篠田森後９５	 〈０５２〉４４１-２２０１
328	犬

イヌ

山
ヤマ

支 店 〒４８４-００８６ 犬山市松本町４-２	〈０５６８〉６２-８１０１
329	大

オオ

府
ブ

支 店 〒４７４-００２２ 大府市若草町３-８	〈０５６２〉４６-１１８１
330	小

コ

牧
マキ

西
ニシ

支店 〒４８５-００７８ 小牧市西島町３６	 〈０５６８〉７２-５５７１
331	稲

イナ

沢
ザワ

支 店 〒４９２-８２１２ 稲沢市小沢４-２０-２０	〈０５８７〉２１-７７４１
336	岩

イワ

倉
ク ラ

支 店 〒４８２-００２５ 岩倉市大地新町３-５１	〈０５８７〉３７-５３２２
324	千

チ

秋
アキ

支 店 〒４８２-００２５ 岩倉市大地新町３-５１	〈０５８７〉３７-５３２２
（岩倉支店内）

338	勝
カチ

川
ガワ

支 店 〒４８６-０９４５ 春日井市勝川町６-１３５	〈０５６８〉３３-８１１１
340	長

ナガ

久
ク

手
テ

支店 〒480-1118 長久手市横道2208	 〈0561〉63-8700
（2021年11月 6 日より）

●三河地区
401	豊

ト ヨ

橋
ハシ

支 店 〒440-0888 豊橋市駅前大通３-３３	〈０５３２〉５２-７１３１
412	豊

ト ヨ

橋
ハシ

南
ミナミ

支店 〒440-0888 豊橋市駅前大通３-３３	〈０５３２〉５２-７１３１
（豊橋支店内）

402	岡
オカ

崎
ザキ

支 店 〒444-0860 岡崎市明大寺本町２-３	〈０５６４〉２１-３２２１
414	岡

オカ

崎
ザキ

南
ミナミ

支店 〒444-0860 岡崎市明大寺本町２-３	〈０５６４〉21-3221
（岡崎支店内）

403	蒲
ガマ

郡
ゴオリ

支 店 〒443-0043 蒲郡市元町８-１	 〈０５３３〉６８-６１３１
404	西

ニシ

尾
オ

支 店 〒445-0853 西尾市桜木町３-１８	〈０５６３〉５７-２１２５
405	新

シン

城
シロ

支 店 〒441-1374 新城市字町並５２	 〈０５３６〉２２-２２２１
406	刈

カ リ

谷
ヤ

支 店 〒448-0842 刈谷市東陽町３-１９	〈０５６６〉２１-３０５４

刈 谷 支 店
410	知

チ

立
リュウ

団
ダン

地
チ

出張所 〒448-0842 刈谷市東陽町３-１９	〈０５６６〉２１-３０５４
（刈谷支店内）

413	一
ヒ ト

ツ
ツ

木
ギ

支店 〒448-0011 刈谷市築地町２-３-３	〈０５６６〉２４-２７８１
407	碧

ヘキ

南
ナン

支 店 〒447-0877 碧南市栄町３-4	 〈０５６６〉４１-３２１１
409	豊

トヨ

田
タ

支 店 〒471-0023 豊田市挙母町1-26	〈０５６５〉３１-１９７５
417	豊

トヨ

田
タ

浄
ジョウ

水
スイ

支店 〒471-0023 豊田市挙母町1-26	〈０５６５〉３１-１９７５
（豊田支店内）

411	安
アン

城
ジョウ

支 店 〒446-0065 安城市大東町１３-８	〈０５６６〉７５-９１１１
415	豊

ト ヨ

田
タ

南
ミナミ

支店 〒471-0835 豊田市曙町２-４３-１	〈０５６５〉２９-２７１１

岐阜県 〈3か店〉

501	多
タ

治
ジ

見
ミ

支店 〒５０７-００２５ 多治見市宮前町２-２９-１	〈０５７２〉２２-０２６１

502	岐
ギ

阜
フ

支 店 〒500-8833  岐阜市神田町9-27　　　　JR岐阜駅前大岐阜ビル10階	〈０５８〉２６２-６１７１

505	中
ナカ

津
ツ

川
ガワ

支店 〒５０８-００３８ 中津川市新町１-１３	〈０５７３〉６５-４１０１

三重県 〈2か店〉

602	四
ヨ ッ

日
カ

市
イチ

支店 〒510-0071 四日市市西浦１-２-２４	〈０５９〉３５２-６１４７
605	桑

クワ

名
ナ

支 店 〒511-0061 桑名市寿町３-６９	 〈０５９４〉２２-４１５５

静岡県
701	浜

ハマ

松
マツ

支 店 〒４３０-０９４５ 浜松市中区池町２２５-８	〈０５３〉４５４-５３３１

大阪府
801	大

オオ

阪
サカ

支 店
〒541-0048 大阪市中央区瓦町４-２-１４ 京阪神瓦町ビル2階 〈０６〉６２０３-３０６１

東京都
810	東

トウ

京
キョウ

支 店
〒１０３-００２3 中央区日本橋本町3-7-2 MFPR日本橋本町ビル4階  〈０３〉３66２-３680

■店舗内　◇営業時間：平日 9時〜15時
プラザ一宮南（一宮南支店内）
〒491-0914 一宮市花池4-9-15	 〈0586〉46-4500
プラザ荒尾（荒尾支店内）
〒４７６-０００３ 東海市荒尾町恵毛６６-１	 〈０５２〉６０１-８５１０
プラザ一ツ木（一ツ木支店内）
〒448-0011 刈谷市築地町２-３-３	 〈０５６６〉２４-５６４１
ローンプラザ大曽根（大曽根支店内）
〒４６２-０８１９ 名古屋市北区平安２-１-６１	 〈０５２〉９８１-８８９０
ローンプラザ昭和橋（昭和橋支店内）
〒454-0852 名古屋市中川区昭和橋通2-36	〈052〉661-9567
ローンプラザ藤が丘（東山支店内）
〒４６4-０807 名古屋市千種区東山通5-2	 〈０５２〉７７３-２４１４
ローンプラザ鳴子（鳴子支店内）
〒４68-０034 名古屋市天白区久方３-22	 〈０５２〉８０7-8111
ローンプラザ春日井（春日井支店内）
〒４８６-０８２５ 春日井市中央通１-６１	 〈０５６８〉８９-２９３９
ローンプラザ東海（東海支店内）
〒477-0031 東海市大田町蟹田34-2	 〈0562〉33-0256
ローンプラザ赤池（赤池支店内）
〒４７０-０１２５ 日進市赤池１-１５０３	 〈０５２〉８０３-２５１４

ローンプラザ三郷（三郷支店内）
〒488-0011 尾張旭市東栄町1-16-8	 〈0561〉54-2702
ローンプラザ豊橋南（旧豊橋南支店店舗内）
〒441-8109 豊橋市小松町200-3	 〈0532〉46-2002

■店舗内（日曜日も営業しております）◇営業時間：9時〜17時
ローンプラザ豊田（豊田支店内）
〒471-0023 豊田市挙母町1-26	 〈0565〉31-6266

■愛知銀行本店別館内（土曜日・日曜日・祝日も営業しております）
◇営業時間：9時〜17時、休業日：4/27〜5/7・ 12/29〜1/5（銀行営業日の場合は営業します）
ローンプラザ栄（本店別館2階）
〒460-8678 名古屋市中区栄3-14-12	 〈052〉262-9577

■ハウジングセンター内（土曜日・日曜日・祝日も営業しております）
◇営業時間：10時〜17時、定休日：火曜日、水曜日、ハウジングセンター休業日
ローンプラザ日進梅森（ナゴヤハウジングセンター日進梅森会場内）
〒470-0132 日進市梅森町西田面15	 〈052〉805-8474
ローンプラザナゴヤハウジングセンター春日井（ナゴヤハウジングセンター春日井会場内）
〒486-0803 春日井市西山町2-8-1	 〈0568〉85-8101

（2022年 1 月20日現在）

（2022年 1 月20日現在）

ローンプラザ 〈住宅資金をはじめ、 各種ローンを専門に承ります。〉
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店舗等の情報（店舗ネットワーク）

店舗ネットワーク
名古屋市内の店舗

（2022年 1 月20日現在）

名古屋市外の店舗
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店舗等の情報（提携ATM）

　当行キャッシュカードをご利用の場合、 全日 ・全時間帯において
現金のお引き出しが手数料無料でご利用いただけます。

株主への利益還元の推移  （単位：百万円）

 収益基盤の強化に向けた内部留保を確保しつつ株主に対す
る還元を通して資本効率の向上を図るため、 1 株につき100円
の年間配当を下限とし、 自己株式取得についても柔軟に実施
していくことを基本方針といたします。 具体的には、 配当金と自
己株式取得合計の総還元性向30%を目処といたします。

提携ATMで、 現金のお引き出しがご利用いただけます。

※2021年度上期に実施した取得額です。

設置台数：281台
（うち愛知県内：272台）

設置台数：25,936台
（うち愛知県内：1,249台）

設置台数：12,567台
（うち愛知県内：665台）

設置台数：6,420台
（うち愛知県内：431台）

設置台数：13,588台
（うち愛知県内：612台）

提携有料ATM

愛知銀行ATM

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
（計画）

年間配当額
① 1,084 1,075 1,075 2,797

自己株式取得額
② 5 366 5 ※0

株主還元額
③＝①＋② 1,090 1,441 1,080 2,798

当期純利益
（連結）④ 4,682 2,930 4,266 9,400

配当性向
①/④×100 23.15% 36.68% 25.19% 29.76%

総還元性向
③/④×100 23.27% 49.17% 25.32% 29.76%

提携ATM（2021年9月末現在）

株主還元方針

三菱UFJ銀行

三 十 三 銀 行

相互無料提携銀行ATM

中 京 銀 行

百 五 銀 行

十 六 銀 行 名 古 屋 銀 行

静 岡 銀 行



The Aichi Bank, LTD.
https://www.aichibank.co.jp/

〒460-8678　名古屋市中区栄三丁目14番12号
TEL（052）251-3211（大代表）

Aichi Bank

2021.9 愛知銀行の現況
地 域 の 繁 栄 と と も に
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